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Ⅰ 運営委員会報告  伊藤真二（物材機構） 

 

平成17年度第1回運営委員会 

(平成17年5月6日開催)  

１．研究会関連事項 
(1) 「次世代鉄鋼迅速オンサイト分析の実用化研究会」

(我妻和明主査)は 5 月 6 日の第 1 回分析技術研究審

議WG において中間報告を行い、当日の議論をもと

に代表委員(近藤裕之委員)が5月17日までに中間評

価書を提出することにした。 
(2) 新規研究会の提案については、昨年度不採択と

なった「ナノメーター深さ分解能表面分析法」に加

えて、新たに１件のテーマを考え、都合２件につい

て提案する方向で検討することになった。 
２．学術部会共通費関連事項 
(1) 7月13日(金)に経団連会館902会議室において第6
回部会セミナー「有害物質に関する欧州規制の最新

動向と対応」を開催することになった。講師(敬称略)
と講演題目は以下のとおりである。 

・石橋耀一(JFE テクノリサーチ)「RoHS 規制、その

他欧州規制の概要と分析技術動向」 
・須藤和冬(三井化学分析センター)「有害物質の分析

前処理技術」 
・川田 哲(エスアイアイ・ナノテクノロジー)「有害

化学物質の化学分析技術」 
・中井 泉(東理大)｢プラスチック類の蛍光X線分析」 
・中村利廣(明大)「RoHS 規制対応標準物質の開発」 
３．講演大会関連事項 
(1) 150 回秋季大会において討論会「鉄鋼分析の高感度

化と効率的前処理法」(座長：小熊幸一(千葉大)およ

び平井昭司(武蔵工大))ならびに「鉄鋼分野の腐食関

連の評価と解析」(座長：村松淳司(東北大)、副座長：

鈴木 茂(東北大))を開催することになった。 
４．論文誌関連事項 

2007 年に向けて「鉄と鋼」特集号として「多様なニー

ズにこたえる分析化学」(仮題)が論文誌担当の平出委

員(名大)から示され、掲載論分数 25 編+総説 2 編で、

特集号小委員会を組織して，最適なタイトルの設定を

含めて遂行することになった。 
５．その他 
(1) 学への研究助成拡充と協会事務局業務の効率化を

進める中間報告が協会ケーススタディ WG より示

された。会員自主運営化を軸として、会議資料作成、

議事録、会議日程調整などを委員業務とする形であ

るが、具体的な実施計画(アクションプラン)は別途

検討されるとの報告があった。 

(2) 平成 16 年度決算報告および平成 17 年度予算が決

定した。 
 
 
Ⅱ 講演大会報告 板橋英之（群馬大工） 

 
2.1. 第149回春季講演大会 
平成 17 年 3 月 29 日～31 日、横浜国立大学にて開

催された。部会関連では、一般講演 11 件、西山記念

賞受賞講演1件、学生ポスターセッション3件、また、

二つのフォーラム（「新しい鉄鋼中ガス成分計測法の創

案」（座長：菊地 正）、「軽元素の物理分析法」（座

長：河合 潤））合同の討論会「無機材料中のガス成分

の機器分析と軽元素分析の展望」（11 件）の研究発表

が行なわれた。一般講演では、蛍光Ｘ線分析による元

素マッピング、ガス成分のリアルタイムモニタリング

技術、STM による表面観察、放電発光分析等の鉄鋼

に関連した先端の分析手法が紹介された。ポスター

セッションでは、鉄鋼中の炭素と排水中の窒素に焦点

を当てた分析法が、また、討論会では、鉄鋼分析に限

らず広い分野のトピック的な分析手法が紹介された。

討論会の詳細については本号の報告記事を参照された

い。 
 

 
Ⅲ 分析技術研究審議WG報告 

伊藤真二（物材機構） 

 
平成17年度第1回分析技術研究審議WG 

(平成17年5月6日開催) 

・学術部会での中間評価結果の代表委員として近藤委

員(新日鐵)を選出した。 
「次世代鉄鋼迅速オンサイト分析の実用化研究会」

(我妻和明主査)の研究会中間報告が行なわれ、主な

内容は以下のとおりであった。 
ⅰ オンサイト分析法の開発実用化に関する研究

(名大 北川邦行) 
ⅱ レーザーアブレーション/ヘリウム大気圧マイ

クロ波プラズマ発光分光分析法の研究開発(東洋

大 岡本幸雄) 
ⅲ 黒鉛炉原子吸光法による鉄鋼中微量鉛の直接

定量(北見工大 南 尚嗣) 
ⅳ 減圧ヘリウム ICP-MS のための試料導入法の

開発(福井工大 田中智一) 
ⅴ 炉上分解による固体試料の直接定量に関する

研究開発(広島大 岡本泰明) 
ⅵ 飛灰の粒径別元素組成に関するオンサイト分
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析法の開発(岐阜大 義家 亮) 
ⅶ レーザーアブレーション支援ヘリウムグロー

放電発光分析法の開発(東北大 松田秀幸) 
ⅷ バイアス電流導入型高周波グロー放電プラズ

マ発光分析システム(東北大 我妻和明) 
各委員より、質問、コメントが出された。 
・成果の公表を鉄鋼協会の論文誌に投稿して欲し 
い。 

・産学協同の研究を進めて欲しい。 
・スパーク放電発光分析の新たな解析も行なわれて

いるので、それらも考慮して欲しい。 
・分析技術部会の研究会へ移行していくのか？ 
・高感度・迅速ではなくて、高精度・迅速という観

点ではどうか？ 
・企業側からの要望はどうなのか？ 
これらの議論を踏まえて、代表委員が中間評価結果

を作成することになった。 
 
 
Ⅳ 研究会報告 

 
4.1. 次世代鉄鋼迅速オンサイト分析の実用化 

我妻和明 (東北大金研) 
当研究会も発足３年目をむかえ、本年度初頭に分析

技術研究審議ＷＧおよび学会部門研究委員会に研究成

果の中間報告を行い、その審査を受けた。その結果と

して、今後の研究活動の進め方に関して次の要望事項

が示された。(1)研究成果を"鉄と鋼"または"ISIJ 
International"に公表すること、(2)企業側の積極的な

参加・助言を求め、研究成果の実用化を図ることであ

る。(1)については、協会の学術誌が分析専門誌でない

ため対応が遅れていたが、本年度より研究委員の論文

投稿が始まっており、来年度までには研究成果が両学

術誌に公開されるものと考えている。(2)については、

企業側委員にも研究成果の発表をお願いすると同時に、

研究会で得られた成果を産学協同で具体的なものとす

る努力を行いたいと考えている。今後の予定として、

第６回研究会を10月21～22日に"エポカ21"宮城県栗

原市）にて開催し、また来年春には鉄鋼協会講演大会

（早稲田大、日程未定）にてシンポジウムを行うための

準備を進めている。 
 

 

 
Ⅴ 部会セミナー報告 

 
5.1. 有害物質に関する欧州規制の最新動向と対応 

小熊幸一（千葉大工） 
欧州連合(EU)における廃電気電子機器リサイクル

指令(WEEE)、電子電気機器に含まれる特定有害物質

の使用制限指令(RoHS)、使用済み自動車に関する欧州

議会及び理事指令(ELV)により、電気電子部品や自動

車使用部品中の有害金属に特段の配慮をすることが必

要となった。鉄鋼業界は自動車関連材料の供給元とし

て特にELVを看過するわけにはいかない状況にあり、

鉄鋼製品の品質管理にかかわる分析担当者は欧州規制

に無関係ではあり得ない。そこで、鉄鋼分析関係者に

欧州規制に関する最新情報を提供するため、学術部会

共通費により、「有害物質に関する欧州規制の最新動

向と対応」と題するセミナーを下記のように開催した。

その結果、一般 36 名、学生２名の参加があり、講演

ごとに活発な質疑応答が行われ、盛会裏に終えること

ができた。ご多用中にもかかわらず本セミナーでご講

演戴いた講師の皆様に心から厚くお礼申し上げたい。 
１．日時：2005 年 7 月 13 日(水) 13:30～17:30 
２．場所：経団連会館 902 会議室  
３．プログラム： 
開会の辞 小熊幸一（千葉大） 
「RoHS 規制、その他欧州規制の概要と分析技術動

向」 石橋耀一（JFE テクノリサーチ） 
「有害物質分析前処理技術」 
 須藤和冬（三井化学分析センター） 
「有害化学物質の化学分析技術」  
 川田 哲（エスアイアイ・ナノテクノロジー） 
「プラスチック類の蛍光X 線分析」 
 中井 泉（東理大） 
「RoHS 規制対応標準物質の開発」 
 中村利廣（明大） 
閉会の辞 平井昭司（武蔵工大・部会長） 
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Ⅵ 討論会報告 

 
6.1. 無機材料中のガス成分の機器分析と 

軽元素分析の展望 
津越敬寿（産総研）、浅野 比（山口東理大） 

平成 17年 3月 30 日、横浜国立大学で開催された日

本鉄鋼協会第149 回春季講演大会において「無機材料

中のガス成分の機器分析と軽元素分析の展望」と題す

る討論会を、「新しい鉄鋼中ガス成分計測法の創案」

フォーラム（座長：菊地 正）と「軽元素の物理分析

法」フォーラム（座長：河合 潤）合同で行った。発

表者は 11名、うち依頼講演は西出利一氏(日大工)、平

田静子氏(産総研)の２名であった。討論会出席者は 40
名前後であった。 
講演の内容については「材料とプロセス」（Vol.18、

No.3 (2005)）を見ていただければここで要約するより

も正確で詳細であるが、討論会全体としては薄膜解析

より始まり、液体から気体、さらに機器分析への流れ

を意識して構成した。もちろん本討論会でも、いつも

のように質疑応答に盛りあがりをみせた。 
今回、鉄鋼協会討論会の一般発表への積極的参加を

呼びかけた際にも「鉄の分析はしていないし…」とい

う回答をいくつか頂いた。このセッション参加者で鉄

そのものを対象として分析している人はそう多くはな

く、微量不純物の分析が主になると思う。さらに討論

会主題を「無機材料中」としたことでプロセスに伴う

様々な材料をターゲットとした包括的な展望を狙った

のであるが、やはり「鉄鋼協会」であるが故のメイン

ワードである「鉄鋼」がキーワードに含まれないと、

と思われる方が多いように感じた。討論会の最後で、

山口東京理科大学の菊地 正先生からご挨拶頂き、そ

の中でフォーラムについての案内もあった。その後、

依頼講演を頂いた講師を含め 10 人弱で横浜駅まで移

動し、懇親を深めた。懇親の席で印象的だったのは、

初対面同士でも意外と共通の知人が多数おり、ここで

のキーフレーズは、“It’s a small world.”だったことで

ある。 
 

 

 
Ⅶ 関西分析研究会報告 高山 透（住友金属） 

 
10 年委員長を務められた中原武利名誉教授(阪府

大・工)が退任され、今年度から河合 潤教授(京大・

工)が委員長に就任した。その最初の平成 17 年度第 1
回例会・見学会を平成 17 年 6 月 24 日(金)に大阪大学

工学部材料開発・物性記念館研修室で開催し、約 20
名が参加した。3 件の講演が行われ、見学会では白井

研究室の陽電子消滅測定装置及び超高圧電子顕微鏡セ

ンターを見学した。今回の講演の概要は以下の通りで

ある。 
１．「陽電子消滅法による点欠陥分析」(阪大工 荒木

秀樹) 
陽電子消滅法の原理を説明したのち、LaNi5 が水素

を吸蔵したときに空孔が増大していく例を概説。また、

非破壊測定のためにβ+-γ同時計測法を開発し、

SUS316 の疲労損傷を測定した事例を紹介。 
２．「陽電子寿命値の理論計算による点欠陥の同定」

(阪大工 水野正隆) 
陽電子寿命値の理論計算法(DV-Xα分子軌道計算

法)について概説したのち、多価不純物により形成され

る金属酸化物(MgO への Al 添加)中空孔，配線用 Cu
薄膜中の欠陥の測定結果と計算結果の比較を紹介。 
３．「生を衛る分析－発がん性物質から乱用薬物まで

－」(厚労省・近畿・麻薬取締部 津村ゆかり) 
国立医薬品食品衛生研究所で行った発酵食品中カ

ルバミン酸エチル、塩ビ手袋から食品中に入り込んだ

フタル酸エステル類の分析事例、3 年前に現職に移っ

てからの麻薬分析法を説明。また、来年5 月に施行さ

れる残留農薬基準のポジティブリスト制導入を前に、

野菜に添加した農薬の分析を民間の6つの分析機関に

依頼したが、分析値がまちまちであったことを紹介。 
平成 17年度第 2 回例会・見学会は京都電子工業（〒

601-8317 京都市南区吉祥院新田二の段町 56-2、
URL：http://www.kyoto-kem.com）にて 11 月 2 日(水)
に開催することになった［講演：①「密度標準液の較

正」JCSS 認定の密度標準液の値付け体系の紹介、②

「屈折率標準液の較正」JCSS 認定準備中の屈折率標準

液の値付け体系の紹介、③「流動電位検出電極のアプ

リケーション」イオン会合滴定の当量点判定の新しい

方法論の紹介、見学：分析計の組立て・調整・工程検

査ライン（ISO 9001 取得）および 密度標準液、屈折

率標準液の調製・較正施設（JCSS 認定）］。また第 3
回例会は京都大学百周年時計台記念館にて平成 18 年

1月24日開催の学振第19委員会製鋼計測化学研究会

と一部合同で開催することが決まった。 
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Ⅷ フォーラム活動報告・活動計画 

 
平成17年度フォーラム活動計画 

フォーラム名／座長名 活動報告 
期間H17 年3 月～7 月 

活動企画 
期間H17 年8 月～H18 年2 月 

鉄鋼分析における高感度化

と前処理の高効率 
座長：小熊幸一 (千葉大) 
 

 第 150 回秋季講演大会中(H17.9.29 13:30-17:00)
で討論会「鉄鋼分析の高感度化と効率的前処理法」

を開催する。講演件数は 8 件。座長は平井昭司（武

蔵工大）及び小熊幸一（千葉大）が担当する。 
鉄系ナノマテリアルの超微

細構造評価 
座長：村松淳司 (東北大) 

ミニシンポジウム ｢物質・材料のナ

ノ構造に関する最近の話題｣ を実

施した。 
日時：H17 年5 月28 日 

(14:00～17:00) 
場所：東北大・多元研 
1. 14:00～14:10  
村松淳司(東北大・多元研) 
座長挨拶と活動について 

2. 14:10～15:00  
杉山和正(東大・理) 
「準結晶・近似結晶の原子配列」 

3. 15:00～15:50   
太田弘道(茨城大・工) 
「熱物性顕微鏡による微視的観察」 

4. 15:50～16:40  
鈴木 茂(東北大・多元研) 
「鉄さびの形成反応と微細構造」 

5. 16:40～17:00  総合討論 
参加者は76名。秋の討論会に向け

て有用な指針を得た。 

・第150回秋季講演大会 (H17.9.30 9:15～14: 30)
で討論会「鉄鋼分野の腐食関連の評価と解析」を

開催。 
最近、鉄鋼の腐食は鉄鋼材料のライフサイクルや

長寿命化に関連して注目されている。それとともに、

腐食関連の新しい材料の研究成果や腐食生成物に関

する新しい評価結果や知見が発表されている。本

セッションでは、各方面の研究者からそれらの最近

の結果について報告していただき、技術的・科学的

視点からそれらの最近の動向について振り返る。さ

らに、腐食関連材料やその基礎となる学術的分野の

今後の展望等についても議論する。 
(詳細は｢材料とプロセス｣Vol.18,No.6 参照) 

・フォーラム会合：H18 年2 月（仙台）予定。 
１年のまとめとして、村松淳司、鈴木 茂（東北

大）が総括を述べるとともに総括討論を行う予定

（詳細は未定）。 
・Springer 社による「原子レベルから見た腐食と鉄

さびの科学」に関する英語版の出版企画も進行中

である。 
 

鋼中介在物の分析・制御技術

の高度化フォーラム 
座長：月橋文孝 (東大) 
 
 
 

平成 17 年 3 月 2 日(水)（14:00~ 
16:30、学士会分館）、研究会を開催

した。出席者は15 名で、下記の3件

の発表と質疑応答を行った。 
(1)「介在物利用による鋼溶接部の組

織制御」小関敏彦氏 (東大・工) 
(2)「脱酸による微細酸化物粒子の溶

製手法について」太田裕巳氏(東北

大・多元研) 
(3)「タイヤコード鋼、弁ばね鋼の介

在物制御」三村 毅氏（神鋼） 
 

平成 17 年 10 月と平成 18 年 2 月に研究会を開催

予定。 

フローシステムによる新規

鉄鋼化学分析法 
座長：山根 兵 (山梨大) 

 9 月上旬に第 1 回研究会を開催する予定。 

「新しい鉄鋼中ガス成分計測

法の創案」フォーラム 
座長：菊地 正 (山口東理大) 
 

 

「軽元素の物理分析法」

フォーラム 
座長：河合 潤 (京大) 

日本鉄鋼協会第 149 回春季講演大

会（H17.3.30、横国大）で、「新しい

鉄鋼中ガス成分計測法の創案」

フォーラム（座長：菊地 正）と「軽

元素の物理分析法」フォーラム（座

長：河合 潤）の合同で討論会を開

催した。 
テーマ「無機材料中のガス成分の

機器分析と軽元素分析の展望」本討

論会は11件の発表があり、内、2件

が依頼講演だった。 
（詳細はp.3 参照） 
 

平成 17 年度下半期に公開フォーラム研究会を開

催する。 
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Ⅸ 研究室紹介 

 
9.1. 大阪市立大学大学院工学研究科 

化学生物系専攻辻研究室 (辻 幸一) 
大阪市立大学は大阪市内に位置する「都市型総合大

学」であり、阿倍野キャンパスには医学部関係の施設

が、その他の学部施設は杉本キャンパスに位置します。

当研究室は大学院工学研究科化学生物系専攻（学部に

おいては応用化学科）の所属となります。およそ 3 年

前の赴任に伴い「分光分析化学」の研究室を立ち上げ

ることができました。長らく中原武利先生（大阪府立

大学名誉教授）にお願いしておりました応用化学科 3
回生講義「工業分析化学」も引き継ぎ、「物理化学」の

講義と連携させながら分析関係の教育にも力を入れて

います。 
研究室の構成ですが、H16年 9 月から日本学術振興

会外国人特別研究員としてAndriy Okhrimovskyy 博

士、および、今年の 4 月からは科学技術振興機構のさ

きがけ研究補助員として中野和彦博士（明治大学中村

利廣先生の研究室出身）に加わっていただき、研究の

活性化を図りつつあります。研究室に所属する学生は

4 回生 3 名、大学院修士 1 年 2 名、2 年が 2 名の計 7
名です。（写真参照）できるだけ 1 人で 1 つの独立し

た装置を使って独立したテーマに取り組んでもらって

います。 
言うまでもありませんが、材料の物性はその材料を

構成する元素（種類と存在量）や構造に起因するとこ

ろが大きく、極微量の元素であってもデバイスの機能

発現を大きく左右することがあります。よって、材料

開発研究を進めるにあたり、その材料を分析する必要

が生じてきます。そこで、特に「微量元素分析」と「微

小部元素分析」を２大目標として機器分析法の改良、

各試料への適用方法などの研究を行っています。X 線

や電子線を用いた表面分析・微粒子分析も行っていま

す。 
昨年 10 月から科学技術研究機構の戦略的創造研究

推進事業さきがけ研究の「構造機能と計測分析」の領

域として「3 次元蛍光X 線分析装置の開発」を採択し

て頂き、研究室としても最優先課題として取り組んで

います。他のいくつかの研究テーマを紹介しますと、

（１）全反射蛍光 X 線分析法の改良と応用範囲の拡大

を目指し、反射板を用いた感度向上の研究や環境分析

や医療診断への応用も行なっています。（２）斜出射

EPMA と斜出射 PIXE 分析を新たに提案し、EPMA
やPIXE の利点を活かしながら表面分析を行なうため

の基礎研究を行っています。（３）微小部蛍光 X 線分

析に関しては実験室で使用できる装置を目標に新たな

集光素子であるポリキャピラリーX 線レンズを組み込

んだ装置や原子間力顕微鏡と組み合わせた融合装置の

開発を目指しています。応用としては蛍光X線分析の

“非破壊的に大気圧下で元素分析ができる”という特長

を活かして、生きた状態での植物や生体関連試料の分

析を行なっています。鉄鋼材料への応用も計画してい

ます。（４）化学分析の混合、抽出、化学反応、分離・

検出などの化学プロセスを化学マイクロチップと呼ば

れる数センチ角のチップ内に集積する研究が進んでい

ます。そこで、最終的な検出手段としてのX線分析の

適用可能性を探る研究を東京大学の北森教授のグルー

プと共同研究を行っています。（５）X 線以外の分光分

析としてはグロー放電発光分析を継続しています。特

に、水素を含む放電ガスを用いた化学スパッタリング

の研究を行っています。 
 

 
 

9.2.  (独)産業技術総合研究所中国センター 
循環バイオマス研究ラボ (平田静子) 

日本列島倍増論の最中、地域の技術振興と瀬戸内海

の環境保全を目的として昭和 47 年に通商産業省工業

技術院の 17 番目の試験所として当所は中国地域の広

島県呉市に設立された。瀬戸内海の環境保全を目的と

して水平縮尺1/2000、垂直縮尺 1/160 の世界最大規模

の水理模型（幅 50 m、長さ 200 m）が建設され、以

後 30 年間環境庁の公害特別研究費を獲得して運営さ

れてきた。 
平成 13 年には 17 の研究所が１本化され、約 2500

人規模の研究者を抱える産業技術総合研究所として独

立行政法人化された。私の所属していた海洋グループ

は地質調査所の一部と統合されて、生態系環境修復研

究グループに組織換えとなった。平成 15 年 4 月には
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地域の研究所においても特徴的な分野の突出と外部資

金の獲得が必須となり、当所に循環バイオマス研究ラ

ボが設立された。そこで、平成 16 年 4 月に循環バイ

オマス研究ラボに移行した。現在は無機分析に加え、

木質などのバイオマスに関連する有機成分の分析も視

野に入れて研究開発を進めている。 
今までの主要な研究内容を示す。瀬戸内海の環境保

全のために、(1)海水や堆積物中の微量金属元素の分析

技術の開発、(2)オンライン－前濃縮法を利用した原子

スペクトル分析法のための高感度分析法の開発、およ

び(3)海洋生物中のヒ素のスペシエーションの研究を

行なっている。(1)ではマイクロウェーブ分解法を用い

た誘導結合プラズマ質量分析法(ICP-MS)による堆積

物中の微量金属元素の定量法の開発をおこなった。(2)
では海水中の 11 種類の金属元素の同時定量法の開発、

15種類の希土類元素の同時定量法の開発、及びCr(III)
とCr(VI)の形態別分析法の開発をおこなった。(3)では

液体クロマトグラフィー (HPLC)／ICP-MS法による

海洋生物中のヒ素のスペシエーションの研究をおこ

なっている。海水中には比較的高濃度のヒ素(～２ppb)
が普遍的に溶存しているために海洋生物はヒ酸を体内

に取り込み、生体内でヒ酸の酸素を利用しているもの

と考えられる。また、残ったヒ素はメチル化され、有

機ヒ素やアルセノ糖の型で体内に蓄積されているもの

と示唆される。現在、LC/MS/MSなども活用してアル

セノ糖の研究開発を進めている。 
 

 
 

 

 

Ⅹ コ ラ ム 

 

10.1. つくば徒然日記－その五－ 
井出邦和 (物材機構 (NIMS)) 

今日は鉄鋼標準試料の分析をしな

くてはならない。この仕事は標準値の

決定という重要な仕事である。ホット

プレートに試料をのっけてと・・・。

ん?、こりゃ前のと同じじゃないか!! 
昔(そんなに昔じゃない)、NRIM（金属材料技術研

究所）に入所した頃、実験室は化学薬品の匂いとドラ

フトの騒音で、やかましい部屋だった。そこに居る時

間は長いので耳と鼻が利かなくなり、全然気にならな

くなってしまう。慣れてしまっているのだ。慣れとい

うものは良い意味では、なかなか都合良くできている

のだが、可能性としては、聴力や臭力(?) の衰え、障

害というものがあるのかもしれない。 
さて、若い頃(今でも若いが)、F 先生の研究室にお

世話になったことがあり、ここで一つ驚くべきことを

発見した。当時、化学館が新しくなり、実験室もきれ

いだった。旧化学館も見たが、ここは歴史的なものが

あった。F 先生は旧館の教授室におられ、H 先生をは

じめとした先生方や院生・学部の学生さんは新館にい

た(もっともそのうち F 先生も新館に移ってきた)。そ

して新館の実験室のドラフトは 1 年中回っていたので

ある。T 先生(とみんなが呼ぶ院生のTさん)やM さん

(M 先生とは別の院生Mさん)に聞くと、化学実験室で

ドラフトを回しっぱなしは当然であるとのこと。試料

の溶解を終え、ドラフトのスイッチを切ろうとした時

に教えてもらったのだ。地下の ICP-AES(AES にこだ

わる)の部屋は 18℃に保たれていて寒かったというの

は、また別の話であるが・・・。 
これはちょっとしたショックであった。NRIM のド

ラフトは、昼間は回っているが、就業時間の終了とと

もに電源を落として帰る。だから、月曜日の朝はまず

真っ白になった窓ふきから始まるのだ。窓だけでなく

試薬瓶とか器具類も白くなってしまっている。そうい

えば、紙なんかも劣化してしまっていた。 
考えてみれば、酸や有機溶媒なんかは開封しなくて

もガスが漏れ出ているし、ドラフトの中で試薬のガス

が水分を吸って濃くなって残り、薬品は空気中に漂っ

ている。ドラフトを止めると、出て行くところが無く、

ジワジワと室内に充満してくるのは明らかである。分

析化学屋さんはこういう実験室に居る。実験室が薬品

臭いというのは、その薬品を吸っているということで

ある。ほんの一瞬ならともかく何年間も吸い続けてい
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るのである。物理分析屋さんがX 線にさらされている

のと同じである(彼らは放射線にどのくらいさらされ

ていたかというバッチなるものを付けている)。 
ドラフトの中で試薬のガスが水分を吸って濃くなっ

て残っているというのは本当である。某B 研究所の実

験室のドラフトの排気管はトタンでできていたのであ

るが、最近、天井に茶色のシミができ、床にも茶色の

液体が落ちているという事実が発覚したのだ。調べて

みると排気管はボロボロになり、穴が開き、溜まった

液体がトタンの壁(薄皮)を突き破って落ちたのだった。

そこですぐさま修理されたのだが、材質は元と同じで

あった、という「うわさ話」である。このうわさ話は

続きがある。しばらくすると修理したばかりのドラフ

トが動かなくなったのである。再び調べてみると、ド

ラフトのモーターが架台ごと酸(たぶん)で腐食して床

に崩れ落ちていたという、おまけ付きであった。別の

話では、新館ができたという某S研究所に見学に行っ

た時、実験室の中が薬品臭くて閉口したが、聞いてみ

るとこんなものだという。もちろんドラフトは回って

いない。測定機器の部屋では匂いはしない。しかし、

その薬品臭い部屋に机とパソコンを持ち込んで常駐し

ているような感じだったが・・・。 
そこで、NIMS での(旧)O 研究室ではドラフトは 1

年中回しっぱなしである。人間の健康はもちろんだ。

酸を使っている実験室ではドラフトを止めれば高価な

装置が錆びるのだ、というのは実験室にいないAさん

の発想。電気代がかかるから止めろというのは研究部

ではないC さんの考え。 
あ～～っ、試料が乾固するぅ～～ぅ (試料をホット

プレートにのせたまま、「つくば徒然日記」を執筆して

はいかんョ・・・[陰の声])。 
今回は、別の I さんやH さん、K さん、Y さん達は

出てきませんでした。これは出演料が高いからです。

しかし、この徒然日記の続きはNIMS の誰かに書いて

もらうことになっています。この続きは、誰になるの

か、別の I さんに一任。 
 

10.2. 学位の取得  内原 博（堀場製作所） 
私事ですが、今年の 3月 9日に

大阪府立大学から学位を戴くこ

とが出来ました。学位論文のタイ

トルは、「工業材料中の微量成分

の高感度分光定量法の開発と応

用」です。 
研究テーマとしては“微量気体成分の高精度分析法

の開発”と“微量有機成分の高感度分析法の開発”の

２つがありますが、鉄鋼分析に関連の多い“微量気体

成分の高精度分析法の開発”について紹介させて頂き

たく思います。 
本研究では、鉄鋼中のガス成分である微量酸素を迅

速に高精度で分析するため、既存の装置を改良するこ

とで、酸素含有量 3.4μg/gの鉄鋼試料を相対標準偏差

1.7％（従来の1/4）、検出限界が 0.03μg/g と迅速で高

精度な定量法を確立しました。本法は、不活性ガス融

解炉の黒鉛ルツボ内で鉄鋼表面の酸化膜を還元除去し

た後、高温融解して内部酸素を一酸化炭素として赤外

吸収法により迅速に定量する方法であり、精度向上に

おいて問題となっていたフラックス（Sn）中の酸素の

影響や黒鉛ルツボの空試験値の安定化および試料表面

の再酸化防止などをトリプル投入機構の開発により解

決しました。本手法は、半導体材料である高純度シリ

コン中の微量酸素の定量についても応用可能であり、

酸素含有量 11μg/g のシリコンウエハを相対標準偏差

0.8％、検出限界が 0.23 μg/g で定量可能です。また、

不活性ガス融解炉の新しい応用として、ICP-AES と組

み合わせた研究では、マトリックスの影響を受けるこ

となく鉄鋼中の硫黄を直接定量できる固体試料加熱気

化／ICP-AES や目的元素をハロゲン化物として気化

させて（halide vapor generation, HVG）ICP に導入

するHVG／ICP-AESの開発を行い自動車排出粒子中

の亜鉛の定量を行いました。以上簡単ではありますが、

私の研究の一部を紹介させて頂きました。 
今後も、迅速・高感度、高精度な分析技術（装置）

を市場に提供し、材料評価技術の発展に少しでも寄与

し社会に貢献できればと考えます。 
最後に、本研究をまとめるにあたり、ご懇切なるご

指導ならびにご鞭撻を賜りました大阪府立大学大学院

工学研究科教授 中原武利博士を始め、社内外の多く

の諸先輩方のご懇切なるご指導ならびにご鞭撻に衷心

より感謝の意を表します。 
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ⅩⅠ 学会・生産技術部門事務局から 

 

11.1.  評価・分析・解析部会集会のお知らせ 
第 150 回秋季講演大会中に、評価・分析・解析部会

集会として、下記のとおり第 7 回特別講演会を開催い

たします。お誘い合わせの上、多数ご出席下さい。 
1.日時： 平成 17 年 9 月 29 日（木） 11:00～12:00 
2.場所： 第 150 回秋季講演大会 第 17 会場 
   （広島大学東広島キャンパス工学部 114 教室  
  〒739-8527 東広島市鏡山 1-4-1） 
3.講師：本水昌二先生（岡山大学 大学院自然科学

研究科（理学系）教授） 
4.内容：「分析の高度化を志向した超高感度分析技

術」 
分析の質に直接関係する３要素“感度、精度、確度”、

及びコスト、迅速性、簡便性、信頼性、グリーンケミ

ストリー・ゼロエミッション化に優れた分析技術開発

を“分析の高度化”と定義するとすれば、これらをトー

タルで考えた場合にどのような分析手法が考えられる

でしょうか。ICP-MS は高感度分析手法として優れた

分析法であり、多元素同時定量等の目的では分析の高

度化に極めて有用な手法ですが、全ての分析目的に必

ずしも万能な高度化システムとは言い難いです。 
分析の高度化に必須の手法としては、トータル的に

考えれば“流れを用いる分析法”が挙げられます。さ

らに、流れに様々な前処理を組み込んだコンピュータ

制御システム構築により、より一層高度な分析法開発

の可能性が秘められています。 
 
11.2. 評価･分析･解析部会セミナー開催のお知らせ 

－新しい鉄鋼物理分析 II―  
鉄鋼の物理分析においては、装置の大型化・複雑化・

高機能化がこれまで行われてきましたが、現在、物理

分析装置に求められているのは、簡易・自己調節機能・

超微量・数値処理による高分解能化・小型・耐久性・

低価格化・単機能化・ユニット化などです。そこで、

こうした観点に立って、鉄鋼分析に近い分野の物理分

析化学における研究の発展を紹介しつつ、今後の鉄鋼

物理分析の進むべき方向を参加者で議論するため、第

５回セミナー―新しい鉄鋼物理分析－を 2004 年 8 月

に企画しました。前回は鉄鋼分析から離れた講演者を

選びましたが、今回は鉄鋼分析に近い分野の講師に講

演を依頼し，近畿圏で講演会を開催致します。お誘い

合せの上、多数ご出席下さいますようご案内致します。 
1.日時：平成 18 年 1 月を予定  
2.場所：近畿圏 

3.プログラム： 
  産学の第一戦の研究者・技術者（５名程度）に

講演をお願いする予定です。 
  詳細は「ふぇらむ」11 月号および本会ホーム

ページ（11 月以降）で紹介いたします。  
4.参加申込み：氏名・所属・連絡先・会員 No.(本会

会員の場合)をご記入の上、E-mail 又はファック

スで下記宛にお申込み下さい。 
申込み・問合せ先： 
 (社) 日本鉄鋼協会 学会・生産技術部門事務局 
  太田千恵子 
  TEL: 03-5209-7014  Fax: 03-3257-1110 
  E-mail: ohta@isij.or.jp 

 
11.3. 共催行事のお知らせ 

    ～～分析信頼性実務者レベル講習会～～ 
1) 第 4回セラミックス原料・鉱石類分析技術セミナー 
本セミナーはセラミックス原料・鉱石類の分析技術

技能の向上と分析試験所認定へ向けての個人技能の確

認と技術の修得等の教育・訓練を目的としています。

２日間にわたる講習日には、関連する分析技術の基礎

的講義および事前配布された共通試料の共同実験結果

（実技試験）の解析結果の報告と各人の技術評価や問題

点についての討論、そしてセラミックス原料・鉱石類

の分析技術の基礎知識に関する筆記試験が行われます。

例年 11月開催されておりましたが、今回 2006 年 2 月

に開催が延期となりましたので、改めてご案内いたし

ます。   
なお、本セミナーでは、今後の国際的な分析試験所

認定制度の対応も図れるように、講義を受講して実技

及び筆記試験に合格した受講者には「セラミックス原

料・鉱石類分析技術」の習得に関して実務者レベルの

修了証を(社)日本分析化学会から発行しております。 
1.講 習 日：2006 年 2 月 2 日（木）、3 日(金)  
2.会  場：ゆうぽうと五反田（予定） 
3.対 象 者：セラミックス原料・鉱石類分析の実務

を担当する技術者あるいは関連部門のスタッフ、

管理者 
4.分析資料：鉄鉱石及びアルミノケイ酸塩の天然原

料 
5.分析項目：①鉄鉱石中全鉄の容量法、シリカの重

量法②アルミノケイ酸塩中シリカの重量法、アル

ミナの容量法 
6.募集定員：50 名（定員になり次第締切り） 
7.申込締切：平成 17 年 9 月 28 日（水）必着厳守 
8.受 講 料：日本鉄鋼協会会員(含む団体会員)：

50,000 円、講義のみ受講：会員 40,000 円 
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9.セミナー概要：実技試験、講義、技術交流会、筆

記試験（実技受講者のみ）、判定で構成。 
募集要項は「ぶんせき」2005 年 8、9 月号に掲載予

定です。講義内容、申し込み方法等詳細は、日本分析

化学会 HP（URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsac/）を

ご参照いただくか、下記宛に直接お問合せ下さい。 
 
申込み・問合せ先： 
 (社) 日本分析化学会セラミックス原料・鉱石類

分析技術セミナー係 
  TEL:03-3490-3351  FAX: 03-3490-3572 
  E-mail：koms@jsac.or.jp 
 

11.4. 評価・分析・解析部会フォーラム参加方法 
評価・分析・解析部会に登録している会員の方なら

どなたでもフォーラムにメンバー登録をして参加する

ことができます。 
現在6フォーラム活動しております（本誌5頁参照）。

活動内容等はホームページにも掲載されておりますの

で、ご覧の上、奮ってご参加ください。 
参加ご希望の方は日本鉄鋼協会学会・生産技術部門

事務局担当者（本ニュースレター末尾参照）までご希

望のフォーラム名、参加者氏名、会員番号、連絡先、

所属をご連絡下さい。尚、本部会のホームページから

も登録が出来ますのでご利用下さい。 
（URL：http://www.isij.or.jp/Bukai/Gakujutsu/Hyoka/ 
7jimu.htm） 
 
11.5. 送本先の変更、委員の所属変更ついて 
本部会にご登録いただいておられる会員の方は、送

本先、所属等の会員情報が変更となりましたら、早急

に本会事務局宛にご連絡ください。 
また、ホームページで会員登録の内容の変更が出来

ますので、ご利用下さい。  
 
変更連絡先：本会 会員管理グループ： 
  TEL：03-5209-7010 
  FAX：03-3257-1110 
  URL：http://www.isij.or.jp/Kaiin/Sohon/index. 

 

11.6. 評価･分析･解析部会 登録者数 
(H17.8.25 現在)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

本会 国内会員数 
   外国会員数 

9124 名 
563 名 

評価・分析・解析部会 
  

1160 名 

  内 国内会員数 1152 名 
      賛助会員 4 名 
      永年会員 4 名 
      正会員 1009 名 
      準会員 65 名 
      学生会員 70 名 
  内 海外在住会員 8 名 
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ⅩⅠⅠ PEMACカレンダー 

 

平成17年9月～平成18年3月 
年 月 日 行     事     等 場  所 

平成17年9月 22日（木）予定 ・ニュースレターズ 17号発行予定 ― 

 28日(水)～30日(金) ・日本鉄鋼協会第150回秋季講演大会 広島大学 

 29日(木) ・討論会「鉄鋼分析の高感度化と効率的前処理 

法」 

秋季講演大会 

第17会場 

 29日(木) ・評価・分析・解析部会部会集会 同 第17会場 

 30日(金) ・討論会「鉄鋼分野の腐食関連の評価と解析」 同 第17会場 

10月 中旬 

 

・第151回春季講演大会討論会、予告セッション

等、会告原稿提出 

 

 予定 ・評価･分析･解析部会分析技術研究審議WG、 

同運営委員会 

協会会議室 

 26日(水) ・研究委員会（研究会終了報告） 協会会議室 

11月 1日(月) ・ふぇらむ11月号発行 

第151回春季講演大会 一般講演、討論会、予

告セッション募集会告掲載 

 

 16日(水)、17(木) ・第19回分析技術部会 JFEテクノリサーチ 

 中旬 ・第151回春季講演大会シンポジウム企画提案 

・HPに一般講演、討論会、予告セッション募集 

会告掲載 

 

12月 １日(木) ・ふぇらむ12月号発行、第151回春季講演大会 

討論会、予告セッション講演募集会告掲載 

 

 9日(金) ・研究委員会（新規研究会審議） 協会会議室 

 中旬 ・第151回春季講演大会討論会原稿締切  

平成18年1月 初旬 ・第151回春季講演大会一般講演、予告セッショ

ン講演原稿締切 
 

 未定 ・評価・分析・解析部会セミナー－新しい鉄鋼物

理分析 Ⅱ－ 

近畿圏を予定 

２月 未定 ・評価･分析･解析部会運営委員会  

 2日(木)～3日(金) ・(共催)分析信頼性実務者レベル講習会:第3回 

セラミックス原料・鉱石類分析技術セミナー 

ゆうぽうと五反田 

3月 １日(水) ・ふぇらむ3月号発行、第151回春季講演大会シ  

ンポジウム会告掲載  

・「材料とプロセス」発行 

 

 中旬 ・ニュースレターズ18号発行予定  

 21(火)～23日(木) ・日本鉄鋼協会第151回春季講演大会 早稲田大学 

 

 

今後の講演大会スケジュール 
年 月 日 行     事     等 場  所 

17年9月 28日(水)～30日(金) 第150回日本鉄鋼協会秋季講演大会 広島大学 

18年3月 21日(火)～23日(木) 第151回日本鉄鋼協会春季講演大会 早稲田大学 

18年9月 16日(土)～18日(月) 第152回日本鉄鋼協会秋季講演大会 新潟大学 

19年3月 未定 第153回日本鉄鋼協会春季講演大会 千葉工業大学の予定 
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編集後記 

 
本紙は、本号で 17 号となります。人間でいえば最も生気あふれる時期です。内容はほぼ定着し、当部会員な

らびに関連会員への情報伝達機能を十分に果たし、高い評価を得ています。本部会は来年設立 10 周年を迎え、

本紙も下期には記念すべき20号を刊行することになります。この機会に本紙のさらなる充実を期待しています。

その一つの案として、企業でご活躍中、あるいはご活躍された方々の寄稿欄を設けて経験談や時評を執筆して戴

いては如何でしょうか。新しい号が届くたびに、定常的な記事に加えて、個性輝く記事が読める楽しみができる

ように思います。(K.O.) 
 
年末年始を含めて、数ヶ月，米国で研究に専念しました。約 20 年前の留学時に比べると、社会は変わりまし

た。分析へのニーズにどう応えるか。面白くもあり、難しい時代を迎えているように思います。(Y.M.) 
 
 
 

☆ ☆ ☆ 
 

コラム欄へのご寄稿をお待ちしております。電子メール、フロッピーディスク出力 (プリントアウト出力添付の

こと)、手書き原稿いずれの形でも結構ですから、事務局 (所在地などは本号末尾参照のこと) にご送付下さい。

原稿の長さに特に制限は設けておりませんが、これまでの掲載例を目安として下さい。写真などを含む場合は、

事前に事務局にご連絡下さい。 
 

☆ ☆ ☆ 
 

本号のカットは岡田往子先生 (武蔵工大) の作によるものです。 
 

☆ ☆ ☆ 
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